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６月 八十里峠を越えて
只見から海へ

八十里越を（国道２８９号）の工事の様子を見学
するとともに、寺泊水族館へ行き、海の生物を観
察し、理解を深める。また、水族館周辺で磯遊び
を行い、海の生物への関心を高める。

５月 ボートに乗って
田子倉湖自然散策

田子倉湖を小型ボートに乗って観察し、ブ

ナ林や浅草岳などの景観を楽しむことで、只
見の自然の美しさに気付く。

がっこうだいすき（１年）
○ 校庭に流れる小川や学校周辺
の川や堀を見学し、気付いたこと
を話し合う。

どきどき わくわく
まちたんけん（２年）

○ 只見地区の水に関わりのある場
所を中心に見学したり、地域の方か
ら話を聞いたりするなどして、只見地
区の水に関わる場所について知る。

いきものとなかよし（１年）
生き物なかよし大作戦（２年）

○ 学校周辺やただみ森に出向き、生き物を
探して捕まえたり、飼育したりする中で、それら
の生息環境や、変化や成長、生き物は自分た
ちと同じように命を持っていることなどに気付く。

道徳科「げんきでね、あげ
はくん（自然愛護）」（１年）

音楽科「うみ」

道徳科「しぜんのいのち
自然愛護）」（２年）

図画工作科「雪像づくり」

たのしい あき いっぱい（１年）
○ 校庭や学校周辺の林や森で、身近な
自然と関わり、それらを利用して遊ぶこと
を通して、只見の自然のおもしろさや不思
議さに気付く。

もっと なかよし
まちたんけん（２年）

○ 只見地区の水に関わりのある人に質問をした後
に、もう一度水に関係のある場所へ見学に行くこと
を通して、只見の水が海とつながっていることに気
付き、只見の自然を大切にする意識を高める。

ふゆをたのしもう

○ 冬の校庭やスキー場で雪と
関わって遊ぶことを通して、雪
遊びのおもしろさや自然の不
思議さ、季節の変化に気付く。

さぐる

広げる

深める

つかむ

目指す子ども像
只見地区の自然や人との関
わり、それらのよさと自分がつ
ながっていることに気付き、そ
のよさを守っていくためにでき
ることを考え、自分なりの言葉
で只見のよさを表現できる子
ども

只見小学校 低学年 只見学（ESD・海洋教育）ストーリーマップ
「只見の人や自然を感じよう」

図画工作科
「すなと土となかよし」（１年）

道徳科「大すき、わたしたち
の町」（１年）

各教科との関連の４つの視点（枠の色分けで表記）

学習内容・認知面での関連 知識の深化
技能・リテラシー面での関連 技能の活用
情緒・価値観での関連 価値の醸成
態度・行動面での関連 行動の変容

防災教育

国語科「かんさつ名人
になろう」（２年）

５月 火災を想定した避難訓練
非常災害による被害から生命を守るた

めに必要な知識・理解を深め、場面に応じ
た避難の仕方、安全な態度を育てる。

７月 水災害出前講座
南会津建設事務所の方々を招き、大雨が続い
たときにどのようなことが想定されるか、土砂崩
れの恐ろしさ、また、大水から自分の身を守るた
めにはどのような行動をするべきかについて学ぶ。

９月 ふるさと登山
で只見を見てみよう

「恵みの森」へ行き、
自分たちのふるさと只見町の自然のす
ばらしさを感じることによって、ふるさと
のよさに気付く。また、植物や水生生物
に関心を持つ。

１０月 引き渡し訓練
緊急時、学校安全管理下から、児童を安全確

実に保護者へ引き渡す場面を想定し、児童・保護
者・教職員が参加した共同訓練を通して、引き渡
しの手順について理解する。

７月 防災教育授業
「災害から身を守る」
町に起きた水害の様子を知り、安全
な行動の仕方を考えることができる。

国語科「しらせたいな、
見せたいな」（1年）


